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●病院長新年のごあいさつ
●診療科紹介（小児科）●診療科紹介（総合診療科）
●ふれあい看護体験・インターンシップ等を開催しました ●かけはし
●一口レシピ ●リレーエッセイ ●病院募金のお願い ●府民公開講座
●【多数傷病者初期対応訓練】を行いました ●医師異動情報
●看護師・医療技術職員・各種有期雇用職員募集

　新年あけましておめでとうございます。
　2022年を振り返りますとロシアのウクライナ侵攻や記録的円安、物品の値上げ、元首相の暗殺、世界中に
愛された女王の逝去、そしていまだ収まらない新型コロナ感染等、大変厳しい年であったと思います。当院の昨
年もやはりコロナ対策に翻弄される一年でした。特に妊婦や透析患者の感染が増えて、感染用の分娩病室を
新たにつくる等、対応しました。
　一方、特筆すべきこととしては、北部医療センターを拠点とする総合医療・地域医療学教室の教授が決ま
りました。総合診療の発展に寄与するのみならず、地域医療における必要な医療体制の構築に指導的役割
を果たしていただけるものと期待しています。また、がん診療棟稼働等により、当院は「地域がん診療病院」か
ら「地域がん診療連携拠点病院」に格上げ認定されました。更に喫緊の課題でありました入院・退院患者の利
便性を図る入退院センターの新設も進み、本年3月からの稼働を目指しています。
　そして、将来の丹後医療圏の医療を担う為の当院の病院整備についても、お隣の京都府立看護学校の整備
と一体的に検討していきたいと思います。丹後医療圏には当院を含め6つの病院がありますが将来の人口
減、高齢化を見据えて各病院の役割分担も必要です。その中にあって、当院は今まで通り高度急性期、急性
期の患者を主に担当するという体制を維持したく存じますし、コロナをはじめとする新興感染症や災害拠点病
院としても役割も担う所存です。これらに関しては今年の干支である卯の様に今年は一段ジャンプしたいところ
です。そのためには皆様のご協力を仰ぐこともあろうかと存じます。
　本年も北部医療センターを何卒よろしくお願いいたします。

新年のごあいさつ
京都府立医科大学附属北部医療センター

病院長　落 合 登 志 哉
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各種　有期雇用職員募集中
【要資格】
　　◆ 看護師・助産師
　　◆ 歯科衛生士・放射線技師
　　    ・臨床検査技師など
　　◆ 調理師（栄養管理課）

【資格不要】
　　　◆ 看護補助職員
　　　◆ 医師事務作業補助職員
　    　　　（メディカルアシスタント）

　　　◆ 調理補助職員（栄養管理課）
　　　◆ 事務補助職員

看護師

視能
訓練士

言語
聴覚士

臨床工学
技士

看護師・各種医療技術職員（要資格）
についての詳細ホームページはこちら

その他職員（資格不要）についての
詳細ホームページはこちら

採用形態・仕事内容などの詳細は、下記までお気軽にお問い合せください。
京都府立医科大学附属北部医療センター 北部総務課
Tel：0772-46-3371
Mail：idai-hokubusomu@mail.pref.kyoto.jp

お問い合せ先

　北部医療センターでは、看護師・各種医療技術職員
を募集しています。
　天橋立が一望できるこの病院で、私たちと一緒に働きませんか。

京都府立医科大学附属北部医療センター
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　当科は常勤医師 4名・非常勤医師 3名の小児科医で構成され、それぞれが循環器・感染症・アレルギー・
神経などの専門分野についての知識・経験を有しております。およそ中学生までの年齢を対象に診療を行っ
ています。
　午前の一般外来では、予約外での診療を行っています。感染症の場合は感染対策エリアでの診療とな
りますので、受診前にお電話を頂いたほうがスムーズにご案内できます。かかりつけの先生からの紹介
状持参、入院適用の重症児、予約患者さんが優先となる場合があります。午後の予約外来では、心臓・神経・
アレルギーについての専門外来と、乳幼児健診 ( 育児相談 ) を行って
います。
　また、入院では療養が必要な児の他に、食物アレルギー、低身長な
どの検査を行っています。当院に常勤医がいない疾患の場合には舞鶴
医療センター、福知山市民病院、京都府立医科大学附属病院などと連携を
取りながら診療を行っています。
　お子さんに関わることでしたら何でもお気軽にご相談ください。

－ 小 児 科 －

小児科ではこどもが中心の全人的医療を提供しています。

医長　中川 憲夫

診 療 科 紹 介

　患者さん自身、かかりつけの先生もどの診療科で相談したらよ
いか解りにくいこともよくあると思います。
　総合診療科ではそのような方々に対して適切な診療科を紹介したり、該当しない場合は当科での外来診
療や入院診療を通して問題の解決にあたっています。また、病院の総合力を上昇させ、地域医療の質を
向上させるために様々なチーム医療にも携わっています。感染症の予防や拡大防止（感染症コントロール
チーム）、必要な方に必要な抗菌薬（抗生物質）を投与するための支援（抗菌薬適正使用支援チーム）、栄
養管理（栄養サポートチーム）、癌やその他の疾患による症状で苦しんでいる方への治療支援（緩和ケアチー
ム）といった活動を行っています。

－ 総合診療科 －

地域には様々な身体の悩みや
　　問題を抱えた患者さんがおられます。

医長　横井 大祐

診 療 科 紹 介

　現在のスタッフは指導医２人と総合診療専門医を目指
す２人の若手医師です。お困りのことがあれば何でもお
気軽にご相談ください。
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医　師　異　動　情　報

神経内科

救 急 科

泌尿器科

救 急 科

助教（医長）

助教（医長）

医　　師

助教（医長）

安 田 　 怜

岡 　 　 翔

原 田 雄 基

松 山 　 匡

や　 す 　だ    　　　 れ  い

おか　　　　　　　　 しょう

は　 ら 　だ　  ゆう　　 き

ま つ や ま　　　　  たすく

転出日 転　出　者診療科名 職　　名
令和4年
8月31日

令和4年
9月30日

令和4年
11月30日

井 口 雅 史

原 田 雄 基

松 山 　 匡

辻 本 雅 史

塩 住 忠 春

い　ぐ　ち　　 まさ　  ふみ

は　ら　だ　　 ゆう　　き

ま　つ　や　ま　　　　 たすく

つ じ も と　　まさ　    し

し お    ず み　 ただ　  はる

転入日 転　入　者診療科名 職　　名

令和４年
10月1日

令和４年
12月1日

外　　科

泌尿器科

救 急 科

泌尿器科

救 急 科

助教（副医長）

医　　師

助教（医長）

医　　師

助教（医長）
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　事故や災害が発生した場合に、消
防や警察、病院が迅速に連携し対応
できるように、毎年度訓練を実施し
ています。
　令和４年１０月１１日（火）には、
過去の交通事故を例に、多数の負傷
者が発生した想定で訓練を行いまし
た。当院からは DMAT隊員である医
師、看護師が訓練に参加しました。

北部総務課
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◇初診の方は紹介状をお持ちください
　かかりつけ医からの紹介状があると、あらかじめ病状が適切に評価されているため、治療を円滑に
行うことができます。また、かかりつけ医を通じて検査・診察の事前予約をすることもできます。
ただし、歯科口腔外科については、かかりつけ医からの連携予約がないと、受診することができま
せん。初診時に紹介状がない場合は、診療費とは別に 7,700 円をいただくことがあります。

◇当院からかかりつけ医へ紹介　　　　　　　　　　　
　当院での検査や診察が終わり診療方針が決定した
患者さん、また、一定の治療が終わり病状が安定し
た患者さんは、ご事情をお伺いした上で、かかりつけ
医に紹介します。
　かかりつけ医と当院では、検査結果や治療内容の
情報を共有します。

　この３年間、コロナ禍において看護師の人材確保
事業や中高生の職場体験、インターンシップなどの
企画を中止していました。第７波による保健医療
体制も徐々に緩和され、当院においてもようやく
人材確保事業への参加や中高生の職場体験の受け
入れを再開することができるようになりました。
　昨年は、４月の京都府立看護学校への病院説明
会をはじめ、７月には近隣の高校生を対象に「ふ
れあい看護体験」を開催しました。参加高校生か
らは積極的な姿勢で「実際、病院で見学や説明を
聞いて、演習もできて有意義でした」と感想が聞
かれました。高校生の皆さんのキラキラした瞳で
看護師を目指す強い志を感じ、関わる職員もパワー
をたくさんもらいました。

　８月には京都府主催の「北部地域看護職就職・就
学フェスタ」（舞鶴市）に参加し、看護師を目指す中
高生や看護学生、また就職を希望される方々に看護
師の魅力や当院への就職のアピールを行いました。
　また１０月には、福知山高校、宮津天橋高校の
医療職進学希望者対象のインターンシップや、宮
津中学校の職場体験の受け入れを実施しました。
　これからも看護の魅力を伝え、私たちと共に北
部医療センターで活躍してくださる人材の確保に
取り組んでいきます。
　丹後地域で看護師を目指す学生さんや、資格を
持ち就業を考えておられる方には、病院見学等も
随時受入れておりますのでお気軽にお問い合わせ
ください。

看護師の人材確保対策事業
　～ふれあい看護体験・インターンシップ等を開催しました～　　　　看護部

北部地域看護職就職・
就学フェスタ（舞鶴市）

近隣高校の参加による
ふれあい看護体験

～「かかりつけ医」を持ちましょう ～

地域医療連携室
専用連絡先　TEL 0772-46-6665
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　正月といえばおせち料理ですね。祝い肴三種の一つ「黒豆」を
使った簡単でおいしいパウンドケーキをご家庭でもぜひ作って
みてください！

先日ネットで「有意義な休みの過ごし方15選」
の記事を目にしました。趣味に没頭、ただボーッとのんびり過
ごす、温泉等の旅行、カラオケ、食べ歩きなど、ひとそれぞれ
楽しみ方があるようです。
　私なら…ドライブ、韓ドラ、料理、旅行等好きなことはたくさ
んありますが、趣味に没頭もいいな～と思います。特に自慢で
きる趣味はなく、まずは形から入る事にこだわり、必要なもの
をそろえる過程を楽しみ、それだけで満足、極めるところまで
至らないのが現実です。
　最近、部屋に掛かった自作の絵（透明水彩画）を見ながら、
また始めてみようかなと思う今日この頃です。

〔材料〕　・薄力粉 100ｇ　・砂糖 80ｇ　・ﾍﾞｰｷﾝｸﾞﾊﾟｳﾀﾞｰ 2ｇ 
　　　　・黒豆 80ｇ　・バター 100ｇ　・卵 2個

〔作り方〕

栄養管理課一口レシピ  「黒豆入りパウンドケーキ」一口レシピ  「黒豆入りパウンドケーキ」一口レシピ  「黒豆入りパウンドケーキ」

①　ボウルに薄力粉、砂糖、ﾍﾞｰｷﾝｸﾞﾊﾟｳﾀﾞｰを入れ、泡立て器でふわふわに
なるまで混ぜる。

②　①に室温でもどしたバターと卵を入れバターの形がなくなるまで
よく混ぜる。

③　型にｸｯｷﾝｸﾞｼｰﾄを敷き②を流し入れる。最後に黒豆をのせて170℃で予
熱したｵｰﾌﾞﾝで 45分焼く。

　　※ｵｰﾌﾞﾝに入れて 5 分経過した時にケーキの真ん中に切れ目を入れる
と焼き上がりがきれいになります。

④　③が冷めたら型から取りだして完成です。

「有意義な休みの過ごし方・・・」
　　　副病院長兼看護部長　　山添 幸子

　北部医療センターでは、患者さんへの
サービスの向上、高度医療の提供、北部
医療センターの整備や人材確保・育成等
を目的とした募金の受付を行っています。
詳しくはホームページまたは募金のリーフ
レットをご覧ください。　

　京都府立医科大学は今年１１月に創立１５０周年を迎
え、一連の記念事業の最後を飾り、１１月６日（日）み
やづ歴史の館において第２回府民公開講座を開催しま
した。
　地域住民・医療関係者等の皆様にご参加いただき、「健
康で長生きするために」をテーマに、当センターの寺尾
信宏眼科医長と府立医大大学院医学研究科腎臓内科学
の玉垣圭一講師が講演を行いました。
　会場は満員となり、参加者の皆様からは、「高齢者
が多い地域によい内容」「北部医療センターがあり高齢
者は心強い」等のご感想が寄せられ、記念事業の締め
くくりにふさわしく、当センターが地域で果たすべき役
割を再認識する有意義な機会となりました。

詳細ホームページは
こちらから

病院募金（ご寄附）のお願い

玉垣 圭一 講師による
講演の様子
（オンライン出演）

寺尾 信宏 医長による
講演の様子

第２回府民公開講座を開催しました！
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ま つ や ま　　　　  たすく

転出日 転　出　者診療科名 職　　名
令和4年
8月31日

令和4年
9月30日

令和4年
11月30日

井 口 雅 史

原 田 雄 基

松 山 　 匡

辻 本 雅 史

塩 住 忠 春

い　ぐ　ち　　 まさ　  ふみ

は　ら　だ　　 ゆう　　き

ま　つ　や　ま　　　　 たすく

つ じ も と　　まさ　    し

し お    ず み　 ただ　  はる

転入日 転　入　者診療科名 職　　名

令和４年
10月1日

令和４年
12月1日

外　　科

泌尿器科

救 急 科

泌尿器科

救 急 科

助教（副医長）

医　　師

助教（医長）

医　　師

助教（医長）

5

　事故や災害が発生した場合に、消
防や警察、病院が迅速に連携し対応
できるように、毎年度訓練を実施し
ています。
　令和４年１０月１１日（火）には、
過去の交通事故を例に、多数の負傷
者が発生した想定で訓練を行いまし
た。当院からは DMAT隊員である医
師、看護師が訓練に参加しました。

北部総務課
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【第18号の内容】
１ページ
２ページ
３ページ
４ページ
５ページ
６ページ

●病院長新年のごあいさつ
●診療科紹介（小児科）●診療科紹介（総合診療科）
●ふれあい看護体験・インターンシップ等を開催しました ●かけはし
●一口レシピ ●リレーエッセイ ●病院募金のお願い ●府民公開講座
●【多数傷病者初期対応訓練】を行いました ●医師異動情報
●看護師・医療技術職員・各種有期雇用職員募集

　新年あけましておめでとうございます。
　2022年を振り返りますとロシアのウクライナ侵攻や記録的円安、物品の値上げ、元首相の暗殺、世界中に
愛された女王の逝去、そしていまだ収まらない新型コロナ感染等、大変厳しい年であったと思います。当院の昨
年もやはりコロナ対策に翻弄される一年でした。特に妊婦や透析患者の感染が増えて、感染用の分娩病室を
新たにつくる等、対応しました。
　一方、特筆すべきこととしては、北部医療センターを拠点とする総合医療・地域医療学教室の教授が決ま
りました。総合診療の発展に寄与するのみならず、地域医療における必要な医療体制の構築に指導的役割
を果たしていただけるものと期待しています。また、がん診療棟稼働等により、当院は「地域がん診療病院」か
ら「地域がん診療連携拠点病院」に格上げ認定されました。更に喫緊の課題でありました入院・退院患者の利
便性を図る入退院センターの新設も進み、本年3月からの稼働を目指しています。
　そして、将来の丹後医療圏の医療を担う為の当院の病院整備についても、お隣の京都府立看護学校の整備
と一体的に検討していきたいと思います。丹後医療圏には当院を含め6つの病院がありますが将来の人口
減、高齢化を見据えて各病院の役割分担も必要です。その中にあって、当院は今まで通り高度急性期、急性
期の患者を主に担当するという体制を維持したく存じますし、コロナをはじめとする新興感染症や災害拠点病
院としても役割も担う所存です。これらに関しては今年の干支である卯の様に今年は一段ジャンプしたいところ
です。そのためには皆様のご協力を仰ぐこともあろうかと存じます。
　本年も北部医療センターを何卒よろしくお願いいたします。

新年のごあいさつ
京都府立医科大学附属北部医療センター

病院長　落 合 登 志 哉

ホームページQRコード
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各種　有期雇用職員募集中
【要資格】
　　◆ 看護師・助産師
　　◆ 歯科衛生士・放射線技師
　　    ・臨床検査技師など
　　◆ 調理師（栄養管理課）

【資格不要】
　　　◆ 看護補助職員
　　　◆ 医師事務作業補助職員
　    　　　（メディカルアシスタント）

　　　◆ 調理補助職員（栄養管理課）
　　　◆ 事務補助職員

看護師

視能
訓練士

言語
聴覚士

臨床工学
技士

看護師・各種医療技術職員（要資格）
についての詳細ホームページはこちら

その他職員（資格不要）についての
詳細ホームページはこちら

採用形態・仕事内容などの詳細は、下記までお気軽にお問い合せください。
京都府立医科大学附属北部医療センター 北部総務課
Tel：0772-46-3371
Mail：idai-hokubusomu@mail.pref.kyoto.jp

お問い合せ先

　北部医療センターでは、看護師・各種医療技術職員
を募集しています。
　天橋立が一望できるこの病院で、私たちと一緒に働きませんか。

京都府立医科大学附属北部医療センター

京都府立医科大学附属北部医療センターニュース 令和５年１月発行 第18号



令和5年1月1日～

落合  登志哉

総合診療科

呼吸器内科

消化器内科

肝 臓 外 来
糖尿病外来
循環器内科
腎 臓 内 科
神 経 内 科
不整脈外来
心臓弁膜症外来
精　神　科

小児科

外　科

整形外科

脳神経外科
 

眼 　科

産婦人科

泌 尿 器 科

耳鼻咽喉科

ペイン緩和ケア
皮  膚  科
歯科口腔外科

２診

２診

２診

２診

２診

１診

１診

１診

１診

１診
（産科）

２診
（婦人科）

１診
（午前）

１診
（午後）

横井大祐

大月亮三

髙木智久

片岡星太
瀬古裕也
窪田浩志

藤岡真央

中川憲夫

井上　聡
竹本健一

玉井瑞希

浅野瑞季
吉田隆司
細井邦彦
小原将人
中澤　拓
山田将大

山田将大

井上靖夫
大和田敬

神前礼奈子

野々村美保

菅原拓也

北村圭広

石田博万
内山元晴

上野博司

荒川幸保
小野龍太郎

齊藤隼一

大月亮三

福居顕文
岡野史弥

宮脇大典
浦田倫子
半谷美沙紀

上村　宏

眞弓あずさ

千代延友裕
井口雅史

細井邦彦

浅野瑞季

浅野瑞季

小山達夫

山下　優
北村圭広

渡邉亜矢

辻本雅史
藤田朋己
内山元晴

荒川幸保
小野龍太郎

堅田和弘
横井大祐
石野秀岳
藤田凱斗

大月亮三

尾松達司
吉田拓馬

河崎貴宣

中川正法

上村　宏

宮垣知史

内藤　慶

小原将人

小山達夫

野々村美保

山下　優

黒星晴夫
菅原拓也
辻本雅史
松下大樹

荒川幸保
小野龍太郎

石野秀岳

片岡伸貴
髙山浩一
笹田碧沙
堅田和弘

浦田良太

髙橋　央

上村　宏
中川憲夫
宮垣知史

桒原康通
德川奉樹

濱田隼一

吉田隆司

山田将大
中澤　拓
浅野瑞季

古丸裕二郎

神前礼奈子
寺尾信宏

横井則彦

北村圭広

山下　優

石田博万
内山元晴
藤田朋己

荒川幸保
小野龍太郎

藤田凱斗

大月亮三

岡山哲也

西條優斗
小林玄樹
堀　友亮

白石裕一

全　　完
藤岡真央

末松正也
 

落合登志哉

森本和樹
李　哲柱

中澤　拓

笹島浩泰

寺尾信宏

渡邉亜矢

菅原拓也

迫　智之
藤田朋己
内山元晴

禁煙外来（第1,３ 16:00～ 16:30)
事前に受診が必要です。（要確認）

府立医科大学附属病院 医師

府立医科大学附属病院 医師

助　教
（医　長）

助　教
（医　長）

准教授

助　教

助　教
助　教

（副医長）

助　教
（医　師）

助　教
（医　長）

医　師
助　教

（副医長）

助　教
（医　師）

医　師

講　師
（副診療部長）
 助　教
（医　長）
助　教

（副医長）
助　教

（医　師）
助　教

（医　師）

助　教
（医　師）

医　師

医　師

助　教
（医　師）

助　教
（医　師）

助　教
（医　長）

助　教
（医　師）

助　教
（医　長）
助　教

（医　師）

　准教授　
助　教

（医　長）
助　教

（医　長）

※⑰［午後  予約制］

（肝臓外来　第１,３,５）

（肝臓外来　第２,４）

（第２,４ 午後 予約）

（第１）

（第２）

（第３）

（第４）

（第５）

（午前）

（第１,３,５）

（第２,4）

（第２,4）

（～ 10:30）

［予約制］

助　教
（医　師）

助　教
（医　長）

助　教
（医　長）
助　教

（医　師）

助　教
（副医長）
助　教

（医　長）

医　師

准教授
（医　長）

助　教
（医　長）

　講　師
助　教

（副医長）

助　教
（医　長）

医　師

医　師

助　教
（医　師）

助　教
（副医長）
助　教

（医　師）

助　教
（医　師）

医　師

助　教
（医　長）
助　教

（医　師）

助　教
（医　長）
助　教

（医　長）

講　師
（診療部長）
助　教

（医　長）
講　師
（副診療部長）

医　師

助　教
（医　長）

講　師
（医　長）
助　教

（副医長）

助　教
（医　長）

［予約制］
特任教授

准教授
（医　長）

助　教
（副医長）

講　師
（医　長）

助　教
（副医長）

助　教
（医　師）

助　教
（医　師）

助　教
（副医長）

准教授
（副病院長）
助　教

（医　長）

医　師

医　師

助　教
（医　長）
助　教

（医　長）

（午後  予約）

（午前）

（午後 骨折・外傷）

（第１,３,５）

（第２,4）

［予約制］

講　師
（副診療部長）

医　師

教　授

医　師

講　師
（診療部長）

助　教
（副医長）

助　教
（副医長）

准教授
（医　長）
助　教

（医　長）
助　教

（副医長）
［予約制］
准教授

医　師

助　教
（副医長）

講　師
（副診療部長）

助　教
（医　師）
助　教

（医　師）

医　師

医　師

助　教
（医　師）
助　教

（医　長）

病院教授

助　教
（医　師）

助　教
（副医長）

助　教
（医　長）
助　教

（医　師）
助　教

（医　長）

助　教
（医　長）
助　教

（医　長）

医　師

助　教
（医　長）

講　師
（医　長）

医　師

医　師

医　師

講　師

［予約制］
准教授
助　教

（医　師）

助　教
（副医長）

准教授
（病院長）

医　師

医　師

助　教
（医　師）

准教授

助　教
（医　長）

助　教
（医　師）

助　教
（医　長）

医　師

助　教
（医　長）
助　教

（医　師）

（第１,２）

（第３）

（第４,5）

（午前）

（午後）

（第1,3 午前）

（乳腺外来）

（第1,3,5 午前）

（第２ 午前）

（第４ 午前）

１診

２診

（第２,４　角結膜・涙腺外来）

［予約制］

（糖尿病外来 第１,３,５）

（糖尿病外来 第 2,4）

（第１,３）

（偶数月の第４）※12月のみ第３

（第１ 血管外科）

（第２,３ 乳腺外来）

（第１）

（第２）

（第３,5）

（第４）

（もの忘れ外来）

（第１,３,５）（第２,4  午前）

（第１,３,５）

（第２,4）

［予約制］






